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  2013年度の展望 

• PODの導入，活用 
 

• 教材作成支援体制の確立 （共同研究部門の 
設置） 

 
• 高等教育研究機構との連携強化 
 

 



• 千葉大学生協書籍部へPrint-on-Demand
機の導入（2013.3） 

 
   ・ Springer社コンテンツ有償提供実証実験 
   電子購入済みのSpringer出版物を対象に、運用モデルを 
         検討中 
   
  ・デジタルコースパック 
   自作教材、著作物の一部など、授業資料の電子的パッケ 
         ージ化の提供にPODを利用 
 
   ・レガシーコンテンツ再生プロジェクト 
   コンテンツ提供時にPODの試験的な利用 
 

 PODの導入、活用について 



 
 
 
 
 
  
   

  
 



 教材作成支援体制の確立  
 （共同研究部門の設置） 

•千葉大学、大日本印刷（DNP)、丸善で共同研
究部門を設置（2013.7.1-） 
   
   DNP、丸善のデジタル作成技術や表現技術            
   千葉大学・大学教員のコンテンツ・ニーズ 
 
  ・新たなハイブリッド（デジタル＆アナログ）な教科書・ 
  教材づくり 
  ・大学教員へのサポートや普及・啓蒙活動 
 
              



• 千葉大学高等教育研究機構の発足（2013.4-） 
 

• 高等教育研究機構へ「新しいスタイルの授業を作
る」（学内公募）を提案  連携して実施予定 
 

• 「新しいスタイルの授業を作る」 
   ・アクティブ・ラーニングの推進 
    ・千葉大学における先導的なモデル 
    ・アカデミック・リンク・センター、附属図書館、イングリッシュ 
    ハウス、総合学生支援センターのリソースの活用 
 
 
 
 
  
   

 高等教育研究機構との連携強化 
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